
対策型胃内視鏡検診導入に向けた進捗状況報告 

 

1. 県で目指すべき体制 

 全県での読影体制を構築し、県内どこでも対策型胃内視鏡検診を受けることができる  

 

2. 経過 

・ 令和 2 年度に出雲市及び大田市をモデル市町村に選定し、支援を開始。 

・ 令和 4 年 10 月から出雲市、令和 5 年 8 月から大田市、令和 6 年度 8 月から雲南市が開始 

市町村 令和 6 年度 成果と課題 

出雲市 593 人 

・ 検診対象者に 60 歳代を加えたことで、令和 5 年度実績 373

人から大幅に受診者数が増加した 

・ 胃がん X 線検診受診者は、1,093 人のうち、50 歳代受診者は

75 人。対象年齢が 52,57 歳と限定されている中で、胃内視鏡

検診受診者は多く、需要があることがうかがわれる。 

・ 受診券送付者の男女割合に大きな差はないが、受診実績では

50 代で 4 倍、60 代で 2 倍女性の方が多い。 

大田市 141 人 ・ 壮年期の受診者数が増えてきている。 

雲南市 93 人 

・ 令和 6 年度の 50～69 歳の胃がん検診受診者数は、255 人。そ

のうち、胃内視鏡検診受診者が 93 人であり、胃内視鏡検診を

実施する意義は非常に大きい。 

・ 3 人のうち、過去 3 年以上未受診者が 89.2%であり、新規の

胃がん検診受診者の獲得に繋がった。 

 

3. 導入自治体の拡大に向けて 

・ 現在、邑智郡 3 町（邑南町・川本町・美郷町）が令和 8 年度の導入に向けて調整中。 

・ 対策型胃内視鏡検診に係る事務委託を令和 9 年度から実施できるよう、調整中。 

・ 各自治体が抱える胃内視鏡検診導入に向けての懸念事項や課題等を把握しながら、丁寧に導

入自治体の支援を行っていく。また、導入自治体の増加を見越して、複数自治体から読影を

受けてもらえる読影医の増加に取り組む予定。 
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